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山形県における少人数学級編制（教育山形「さんさん」プラン）
～一人一人の子どもに、より「耳を傾け、声をかけ、手をかける」丁寧な指導をめざし、学力の向上といじめ・不登校の未然防止をめざす～

年 度 少人数学級編制の推進経緯

Ｈ１３ 高橋知事少人数学級編制の実施を表明
※国の方針（少人数指導）とは違ったが、

許可をいただく。

Ｈ１４ 小学校１～３年生で実施

Ｈ１５ 小学校１～５年生で実施

Ｈ１６ 小学校全学年で実施
※国の加配教員が少人数学級編制

に活用できるようになる。
Ｈ１７ 中学校１年生で実施

・少人数学級編制
・少人数指導

Ｈ１９ ※少人数教育再構築会議で中学校３年生ま
での少人数学級編制を提言

Ｈ２０ ※吉村新知事「中学校３年生迄の少人数学
級編制」マニフェストに掲げる。

Ｈ２１ 中学校２年生の一部で実施

Ｈ２２ 中学校２年生で実施

Ｈ２３ 中学校３年生まで全面実施（予定）
※義務教育課における少人数学級編制完成

平成２２年度 教育山形「さんさん」プランの概要
県内小学校３１２校 中学校１１３校

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

低学年副担任制 別室登校学習支援員配置
【小１プロブレム対策】 【不登校・別室登校対策】

少人数学級編制（２１人～３３人）
※学年１学級で３４～４０人の場合は非常勤講師を配置

重点教科充実制小５～中１ 指導方法の工夫改善
【中１ギャップ・理数・外国語学力向上対策】
小学校では専科体制、中学校ではＴＴができるようにする。

◇本プランに必要な教員の確保について
常勤教員については、第７次定数改善による指導方法の工夫改善のための加配教員を最大限に活用し、

不足分を県独自に確保している。非常勤講師については､県独自で教員を確保している。

中３
Ｈ２２
一部実施
Ｈ２３
全面実施

県教育委員会の考え
いじめや不登校、特別支援、生徒指導上

の諸問題を解決していくためには、生活の
基盤となる「学級」をより少人数にしてい
く必要がある。また、子どもの学習は、生
活と一体であり、安定した学級、良好な人
間関係、教師のきめ細かな指導の中で学力
も高まる。

橋づくりから人づくりへ
小中学校の義務教育段階では、

３０人程度の学級編制が望ましい。
橋の一本や二本節約してでも、
２～３年かければできる。

－平成１３年８月定例記者会見－
（元山形県知事 高橋和雄）

山形県の「少人数学級編制」の誕生
特色１ 義務教育９年間のすべての学年で

の実施をめざす。
特色２ 学級編制基準を２１人～３３人と

し、下限を設定する。
特色３ 学年１学級で３４人以上の場合は

非常勤講師を配置する。

選 択 制

スタート

＋

全
国
少
人
数
学
級
研

究
会
を
開
催
し
、
効
果

の
検
証
を
続
け
る
。

山形県教育委員会
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◇県独自調査「全国標準学力検査（ＮＲＴ）の追跡調査」より ◇文部科学省「全国学力・学習状況調査結果」より

小学校への少人数学級編制導入後 ３年後
実施校学力（全国標準学力検査ＮＲＴ）
の平均が、導入前と比較して向上し、
その後も高い水準を維持し続けた。
追跡調査を続けた子どもたちは、平 全国学テ

成２０年度（中学校３年生時）の全国 国語で

学力・学習状況調査で、全国４位（国 全国４位

語）という結果であった。
◇文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果」より ◇県独自調査「児童の欠席日数調査」より

不登校の出現率が、導入前は全国平
均と同じであったが、Ｈ１３年のやま
びこプラン（少人数指導加配教員の配
置）、Ｈ１４の少人数学級導入後に下
がり、その後も低い水準を維持してい
る。また、欠席率も低下した。

◇効果が生まれた要因
制度が変わり→教員の意識が変わり→そして、授業が改善され、「効果」が生まれた。

＋ ＋
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Ｈ２０全国学力テスト結果

正答率％

山

形

学力の向上

不登校の減少、欠席率の低下 小 学 校 不 登 校 児 童 数 （ 出 現 率 ）
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「少人数学級」導入（Ｈ１４～）

①少人数学級編制

○教室にゆとり

○心にゆとり

○担任業務にゆとり

②教員の意識

○耳を傾けよう

○声をかけよう

○手をかけよう

③少人数学級の利点を活かした授業改善

国

語

全

国
算

数

導入前

単位％ 欠席率の変化（児童一人の年間欠席数の平均）

－中学校３年生－

日
全国

山形

出現率0.1＝1人／1000人 出現率0.24＝１万人の中で24人不登校

山形県における「少人数学級編制」の効果 山形県教育委員会
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特
集

教
育
山
形
「
さ
ん
さ
ん
」
プ
ラ
ン

酒
田
市
立
第
四
中
学
校
で
は
、
二
年

生
ま
で
少
人
数
学
級
編
制
が
実
施
さ
れ

こ
れ
ま
で
以
上
に
教
師
が
生
徒
た
ち
に

①
耳
を
傾
け
よ
う

②
声
を
か
け
よ
う

③
手
を
か
け
よ
う

と
い
う
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

授
業
や
日
々
の
生
活
、
生
徒
の
日
記

や
ノ
ー
ト
な
ど
生
徒
の
話
を
聞
く
、
生

徒
を
よ
く
知
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感

で
、
特
に
、
少
人
数
学
級
編
制
の
学
年

で
は
欠
席
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
子
ど
も
に

①
耳
を
傾
け
る

～
不
登
校
の
未
然
防
止
を
め
ざ
す
～

私の学校では今年度から中

学校２年生まで少人数学級編

制を実施できました。本来な

ら１学級が 39 ～ 40 名のとこ

ろ、28 ～ 29 名での学級編制

ができ、一人一人を大切に

した教育が実現できました。

教職員、保護者共に喜んで

おります。

酒田市立第四中学校長

少
人
数
学
級
編
制
「
中
学
校
三
年
生
」
ま
で
拡
充

～
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
「
勉
強
が
わ
か
る
、
学
校
が
楽
し
い
！
」
と
思
え
る
教
育
の
実
現
を
め
ざ
し
て
～

３年生（３９名）の学習風景

２．８１．４０．７９月

２．２１．８１．５８月

２．７１．１０．７７月

２．３１．５１．３６月

１．７１．３０．６５月

１．３０．６０．５４月

３年（３８名）２年（２９名）１年（３３名）月

今年度の欠席率（％） 酒田市立第四中学校

※（ ）内は１学級平均人数

◇
酒
田
四
中
の
取
組
実
践
例

山形県教育委員会
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>

に
応
じ
た
声
が
け
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

く
る
こ
と
で
す
。

四
十
人
の
学
級
か
ら
二
十
八
人
の
少

人
数
学
級
を
担
任
し
た
教
師
が
次
の
よ

単
純
こ
と
で
す
が
、
自
学
自
習
の
習

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

酒
田
市
立
第
四
中
学
校
で
は
、
少
人

慣
化
を
め
ざ
す
た
め
、
親
は
声
を
か
け

数
学
級
だ
と
勉
強
に
や
る
気
が
出
る
と

る
、
教
師
は
学
習
ノ
ー
ト
に
メ
ッ
セ
ー

答
え
て
い
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
こ

ジ
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
が

れ
は
、
一
人
一
人
の
生
徒
に
教
師
が
適

ん
ば
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
大
切
に

切
な
指
導
を
し
て
い
る
成
果
と
と
ら
え

し
て
い
る
こ
と
は
、
一
人
一
人
の
生
徒

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
す

べ
て
の
生
徒
に
対
し
一
律
に
手
を
か
け

る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
生
徒
に
必
要

な
支
援
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
支
援
は
、
生
徒
の
声
を
よ

く
聞
き
、
生
徒
の
様
子
を
よ
く
見
て
い

る
教
師
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。

少人数学級と山形県の教育展望
山形県教育委員会委員長 長南博昭

少人数学級編制は、県民のご支援を受けて実現したものです。現

在、期待どおりに、子どもの生活にも良い影響を与えており、学力

の向上や不登校の減少、欠席率の低下など、着実に子どもの変容に

つながっています。

私は、これまでも、そしてこれからも、少人数学級編制による教

育には、生活集団の機能を重視した指導を期待しています。子ども

にとっては、学習と生活は一体的なものであり、共に生活する仲間

と、苦労しながら、みんなで知恵を出し合い、協力して「わかった！

できた！」という充実感を味わわせることが、その後の人生にプラ

スになると信じています。

“教育山形「さんさん」プラン”は、学習と生活が一体となった

教育をより強化する仕組であり、子どもの「学ぶ力」を真に育てる

ことができる日本の伝統的な指導形態です。

今、中学校３年生まで、段階的に拡充・実施できる見通しとなっ

たことに、保護者をはじめ、皆様と共に大きな期待を抱いています。

義務教育９年間を通した「少人数学級編制」の実現は、一人一人

を大切にした山形の教育をより一層強化していくことになります。

さらに、一人一人の子どもの能力を最大限に伸ばしていくためには、

学校、家庭、地域が三位一体となって取り組むことが大切であり、

そのための「教育の仕組」も確立すべきであると考えております。

一
人
一
人
の
子
ど
も
に

②
声
を
か
け
る

～
自
学
自
習
の
習
慣
化
を
め
ざ
す
～

一
人
一
人
の
子
ど
も
に

③
手
を
か
け
る

～
学
力
の
向
上
を
め
ざ
す
～

学
級
の
人
数
が
十
名
以
上
少
な
く
な

り
、
学
習
ノ
ー
ト
へ
の
言
葉
が
前
よ
り

多
く
な
っ
た
し
、
一
人
一
人
の
こ
と
を

よ
く
考
え
て
言
葉
を
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

少
人
数
学
級
に
よ
る
授
業
へ
の
期
待

考
え
合
い
、

表
現
し
合
う
授
業
を

こ
こ
三
年
間
の
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
を
み
る
と
、
山
形
の
子
ど

も
に
は
「
考
え
る
力
」「
表
現
す
る
力
」

を
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
子
ど
も
同
士
が
精
一
杯

考
え
合
い
、
表
現
し
合
う
授
業
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
師
が
教
え
、

覚
え
る
と
い
う
授
業
か
ら
、
子
ど
も
同

士
が
学
び
合
い
、
知
識
・
技
能
を
習
得

し
て
い
く
授
業
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
理
解
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
学
ぶ
姿
を

よ
く
見
、
子
ど
も
の
声
を
よ
く
聞
い
て

必
要
な
子
ど
も
に
必
要
な
支
援
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
県
で
は
、

少
人
数
学
級
に
よ
る
授
業
を
よ
り
一
層

充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

勉強にやる気がでる
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学級の人数が多いと「やる気」がでると思う

学級の人数が少ない方が「やる気」がでると思う

わからない

酒田市立第四中学校
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